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個別重要技術

共通技術

市場ニーズ

民間向け宇宙インフラ

政府向け宇宙インフラ

宇宙輸送系インフラ

宇宙機運用通信インフラ

通信の高速化

観測データ高精細化と高頻度化

国家がサービスを民間から購入

ユビキタスな通信環境

地球表面の高精細撮像

地球表面の高頻度撮像

宇宙機の管制・自律化

衛星管制インフラの充実

測位の確実化・高精度化

通信衛星コンステレーション

地球観測衛星コンステレーション

その他衛星コンステレーション

宇宙有人インフラ

宇宙輸送系の再利用化

より高い周波数帯を使った通信

ユビキタスな宇宙機管制用通信系

大口径光学系

世界

日本

地球観測衛星コンステレーションの構築と普及

通信衛星コンステレーションの構築と普及
コンステレーションサービスの競争と淘汰

偵察衛星・宇宙状況監視・ミサイル早期警戒衛星などの大規模コンステレーション化 民生コンステレーションとの統合

再利用化、大型化と小型化の同時進行

地球観測衛星のコンステレーション化による撮像高頻度化

レーダー衛星取得画像の高精細化
衛星オンボード画像処理の一般化

衛星間光通信の利用拡大 光通信の惑星間空間での実利用開始 月・火星・地球の広域通信網構築

地球全体の常時高精細観測

より高い周波数帯の利用拡大

国が補助金を支出し、民間が技術開発を主導 

センサーの多波長化

9336億円（2022年）

高精細かつハイパースペクトルのセンサー

宇宙機管制地上局の増加とネットワーク化

光学系の大口径化・軽量化

汎用管制環境の実現地上系と宇宙通信系のシームレスな接続

任意の地表を1日1回撮像 任意の地表を分解能1m以下で1日1回撮像 任意地点を任意時刻に撮像

地上局ネットワークの時間貸しビジネス 衛星間通信も含む統合ネットワーク 深宇宙通信も含むネットワーク

故障診断・スペースデブリ回避の自動化 宇宙機単体での自律化 衛星コンステレーション全体の自律化

衛星航法補強システム信号による高精度化（1m程度）

数百から数千機規模のコンステレ－ションで地上携帯端末との直接通信も可能に 数万機規模のコンステレーション

用途の拡大

アルテミス計画月周回 アルテミス計画月着陸 月面有人基地運用

フォーメーションフライトによる群体衛星のコンステレーション 群体衛星による宇宙望遠鏡IoT・通信状況監視など

数十～数百機規模のコンステレーション オンボードデータ処理による解析結果の直送 数千機規模のコンステレーション

国際宇宙ステーション（ISS）運用 民間宇宙ステーション打ち上げ ISS運用終了 官民複数の宇宙ステーション運用

射場・射点の増加地上系設備の簡素化ターンアラウンド期間短縮第2段再利用第1段・フェアリング再利用

より高い軌道でのEバンド、Wバンドの利用地球低軌道でのWバンド（80GHz）の利用地球低軌道でのEバンド（60GHz）の利用

地上の任意の地点から任意の宇宙機を管制運用光データ中継衛星のネットワーク化共通プロトコルの策定地上局の小型化・自律化・ネットワーク対応

地球観測口径5m、宇宙観測口径10m地球観測口径3.6m、宇宙観測口径7m地球観測口径2.5m、宇宙観測口径5m

精密単独測位による高精度化（cm程度） 測位レスポンスの高速化 通信衛星コンステレーションの搬送波を使用した測位など、
他方式の研究開発、月面測位システムの試験衛星打ち上げなど

国がサービスとして技術開発成果を購入 宇宙空間における経済圏の確立民間の提案から国の宇宙計画を立案

上段再利用化・軌道間輸送機化 軌道上推進剤補給の一般化

ネットワークを通じた多数の地上局を使った管制 データ中継衛星網の充実 任意の宇宙機と常時通信の実現

ル
ベ
レ
術
技

ル
ベ
レ
品
商

ル
ベ
レ
場
市

～2024時期（年） 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035

3860億米ドル（2022年）

8兆円（2030年代半ば）

1兆米ドル（2040年）

宇宙インフラストラクチャーは、（1）通信・放送衛星、地球観測
衛星、測位衛星など、地上の経済活動と密接に関係するインフラ、

（2）偵察衛星に代表される安全保障向けに国が維持するインフラ、
（3）国際宇宙ステーション（ISS）をはじめとした有人宇宙滞在施
設、（4）科学衛星・太陽系探査機・宇宙望遠鏡などの科学用インフラ、

（5）それらを宇宙空間に輸送する宇宙輸送系、（6）それらを運用す
る地上局や射点設備などの支援施設——に大別される。これらは
独立しているのではなく、相互に関連し合っている。

2020年代に入って米スペースX社の通信衛星コンステレーショ
ン「スターリンク」が商業面で劇的成功を収め、衛星コンステレー
ション※の有用性が世界的に認識された。以来、これを追うように
して通信、地球観測を中心に、衛星コンステレーション構築計画が
多数立ち上がっている。この「衛星数が多い」ということが好循環
を生み出し、宇宙産業全体が盛り上がるきっかけとなっている。

衛星コンステレーション分野における世界の主要プレーヤーの
最新動向を見てみよう。スペースXのスターリンクは、軌道上で稼
働する衛星数が6,000機を超えた。同社の衛星打ち上げも活発で、
2024年は、ファルコン9の打ち上げを131回実施した。これは冷戦
期のソ連の打ち上げ回数（ほぼ年100回で推移）をはるかに上回る。

当初スターリンクの対抗と目されていた英ワンウェブは、 2023年
仏ユーテルサットと合併、ユーテルサットワンウェブとなった。同
社の衛星群は2024年8月現在634機が打ち上げられており、主に企
業、政府機関向けにネット接続サービスを開始している。日本では
ソフトバンクが同社衛星群を使った接続サービスを開始している。

一方、中国では2024年8月、上海市政府直轄の上海垣信衛星科技
が、通信衛星コンステレーション「千帆星座（G60）」の最初の衛星
18機の打ち上げに成功した。中国ではこの他、中国政府による「国
網（GW）」や、民 間 企 業 の 上 海 藍 箭 鴻 擎 科 技 に よ る「 鴻 鵠

（Honghu-3）」の計画も進められており、スターリンク級の計画が
3つ動いている状況となっている。技術トレンドとしては、「衛星の
高機能化」が進んでいることにも注目したい。

宇宙インフラストラクチャー

科学技術ジャーナリスト

松浦晋也

衛星コンステレーション事業の
さらなる進化に注目！

劇的成功を収めた「スターリンク」

未来予想図ダイジェスト
注目テクノロジー 8

通信衛星コンステで中国がスターリンクを追走

※衛星コンステレーション＝多数の人工衛星を連携して運用するシステム
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3860億米ドル（2022年）
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1兆米ドル（2040年）

スターリンクに代表される
通信衛星コンステレーショ
ン（多数の通信衛星を使う
通信システム）が好循環を
生み出し、宇宙インフラは
活況を呈している

1 通信衛星コンステ分野で
は中国がスターリンクを
追走。並行して3つの巨
大通信コンステの開発を
進め、１つは打ち上げも
始まった

2 通信衛星コンステで地上
のスマートフォンに直接高
速通信サービスを提供す
る実験が開始。サービス
は2025年度以降

1 米アップルは、アイフォン
による衛星緊急通報サー
ビスを提供中。ショート
メッセージによる通信を
可能にする
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S U MM A R Y

（出典）『テクノロジー・ロードマップ2025-2034〈全産業編〉』（日経 BP 社）の一部を抜粋・再編集し当社作成
※本コラムは日経 BP 社の協力のもと、著者の見解をもとに作成しています。将来の予測に関しては当社の公式見解と異なる場合があります。
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